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～今月の表紙～

　観月台文化センターには、
今年もきれいなイルミネー
ションが飾られました。11 月
23 日はキャンドルパーティー
も行われ、観月台は幻想的な
雰囲気に包まれました。

『国見のたからもの』№ 19

龍
雲
禅
寺
の
銀
杏
（
所
在
地
：
国
見
町
大
字
石
母
田
字
芹
沢
地
内
）

　
こ
の
銀
杏
の
木
は
、
昭
和
39
年
に
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

銀
杏
は
、
寺
社
の
近
く
に
植
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
説
に
は
防
火
や
子
孫
繁
栄
を
願
っ
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
銀
杏
の
木
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
緑
の
葉
で
お
お
わ
れ
、
秋
に
は
鮮
や

か
な
黄
金
色
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
秋
風
に
舞
い
散
る
銀
杏
の
葉
は
、
今
年
も
境
内
を
美
し
い
黄

金
色
に
変
え
、
も
う
す
ぐ
訪
れ
る
冬
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

☎
５
８
５
‐
２
９
６
７
】

明日へ。復興・きずな
　　　イルミネーション

消えない希
ひかり

望がここにある

　明日へ。復興きずなイルミネーションの点灯
式が 11 月 23 日、観月台文化センターで行われ、
併せて町内 4 か所でキャンドルパーティーが行
われました。
　観月台文化センターでは、県北中学校美術部
がデザインしたイラストにキャンドルが並べら
れ、イルミネーションに華を添えました。また、
Ｓｈｉｍｖａさんによるライブや商工会青年部
からスープが振る舞われ、雨天での開催でした
が参加者は心温まるひとときを過ごしました。
1 月 7 日まで町内各所で灯される希望の光をお
楽しみください。
　12 月 23 日にはグリーンアリーナ 923 でビッ
グツリー点灯式とキャンドルパーティー、1 月
7 日には観月台文化センターでクロージング
パーティーが行われます。
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平成 27年度

国見町表彰式

　

平
成
27
年
度
国
見
町
表
彰
式

が
11
月
19
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

で
は
、
太
田
久
雄
町
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
受
賞
者
に
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
表
彰
は
、
昭
和
42
年
以

来
、
町
の
発
展
と
町
民
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
、
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
方
々
を
永
く
顕
彰

す
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
見
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き

表
彰
審
査
会
で
審
議
い
た
だ
い

た
結
果
、
今
年
は
16
名
の
方
と

3
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
栄
誉
顕
彰
に
1
名
の
方

と
1
団
体
、
感
謝
状
が
1
団
体

へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

～
晴
れ
の

　
　
受
賞
者
～

特
別
功
労
表
彰

齋
藤　

修
一
さ
ん

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

｜
消
防
防
災
｜

　

昭
和
37
年
4
月
か
ら
平
成
13

年
3
月
ま
で
の
39
年
の
永
き
に

わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
防

火
思
想
の
普
及
、
団
員
の
育
成

指
導
、
消
防
施
設
の
整
備
充
実

の
た
め
に
尽
力
し
、
地
域
住
民

の
生
活
安
全
の
た
め
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 

功
労
表
彰

松
浦　

常
雄
さ
ん

　
　
　
　
　

｜
地
方
自
治
｜

　

平
成
16
年
4
月
よ
り
、
12
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
並
柳
町
内

会
長
と
し
て
町
と
町
民
と
の
相

互
連
絡
を
図
り
、
円
滑
な
町
政

運
営
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
　

誠
さ
ん

野
村　

道
夫
さ
ん

紺
野　
　

徹
さ
ん

　
　
　
　
　

｜
消
防
防
災
｜

　

昭
和
61
年
4
月
よ
り
、
30
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
員

と
し
て
地
域
消
防
・
防
災
活
動

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
原　

豊
美
さ
ん

　　
　
　
　
　

｜
統
計
調
査
｜

　

国
勢
調
査
4
回
、
商
業
統
計

調
査
4
回
を
は
じ
め
、
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
、
経
済
セ
ン
サ
ス
な
ど
現

在
ま
で
16
年
の
永
き
に
わ
た
り

統
計
調
査
員
と
し
て
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

富
田　

正
児
さ
ん

　　
　
　
　
　

｜
統
計
調
査
｜

　

国
勢
調
査
5
回
を
は
じ
め
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
企
業
統
計

調
査
、
商
業
統
計
調
査
な
ど
現

在
ま
で
15
年
の
永
き
に
わ
た
り

統
計
調
査
員
と
し
て
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

佐
藤　

辰
雄
さ
ん

　　
　
　
　
　

｜
体
育
振
興
｜

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
（
旧
体
育

指
導
委
員
）
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

の
実
技
指
導
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
指
導
助
言
を
行
い
、
永
き

に
わ
た
り
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
田　

正
行
さ
ん

　　
　
　
　
　
　
　

｜
寄
付
｜

　

国
見
町
に
多
額
の
現
金
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰

鈴
木　

郁
子
さ
ん

齋
藤　

勇
子
さ
ん

　　
　
　
　
　

｜
教
育
振
興
｜

　

子
ど
も
移
動
図
書
館
指
導
員

と
し
て
、
図
書
活
動
を
通
じ
て

永
き
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
の

読
書
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

国
見
町
役
場
職
員
ク
ラ
ブ

遠
藤　

久
子
さ
ん

協
和
ボ
ー
リ
ン
グ
株
式
会
社

前
澤
化
成
工
業
株
式
会
社　

　
北
日
本
支
店
郡
山
営
業
所

岡
田
佐
千
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

｜
寄
付
｜

　

国
見
町
に
多
額
の
現
金
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

酒
井　

勝
弘
さ
ん

佐
藤　

秀
一
さ
ん

笠
松　

信
広
さ
ん

　　
　
　
　
　
　
　

｜
献
血
｜

　

献
血
の
重
要
性
を
深
く
認
識

さ
れ
、
積
極
的
に
献
血
事
業
に

協
力
し
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
回

以
上
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
誉
顕
彰

国
見
町
商
工
会
青
年
部

　　
　
　
　
　

｜
商
工
振
興
｜

　

国
見
バ
ー
ガ
ー
を
発
案
し
、

東
日
本
バ
ー
ガ
ー
サ
ミ
ッ
ト
で

優
勝
し
た
ほ
か
、
夏
祭
り
の
開

催
、
各
種
奉
仕
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

活
動
が
認
め
ら
れ
、
県
商
工
会

連
合
会
の
「
ま
ち
づ
く
り
部
門

団
体
賞
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
英
子
さ
ん 

　　
　
　
　
　

｜
体
育
振
興
｜

　
「
２
０
１
５
紀
の
国
わ
か
や

ま
国
体
」
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

団
体
（
2
人
チ
ー
ム
）
の
部
に

お
い
て
、
準
優
勝
に
輝
い
た
ほ

か
、
東
北
実
業
団
ボ
ウ
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
の
個
人
戦
で
優
勝

す
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

感
謝
状

株
式
会
社
福
島
医
療
サ
ー
ビ
ス

　　

奥
山
家
住
宅
に
隣
接
す
る
場

所
に
出
店
し
た
保
険
調
剤
薬
局

に
つ
い
て
、
国
見
町
が
国
よ
り

認
定
を
受
け
た
「
歴
史
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
に
つ
い
て
深
く
理

解
し
、
町
家
風
の
意
匠
を
取
り

入
れ
た
建
築
を
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
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国見ルネサンス 2015

　

国
見
町
の
伝
統
・
文
化
、
農

業
、
商
業
、
工
業
が
一
堂
に
集

結
す
る
、
ふ
る
さ
と
産
業
祭
が

11
月
7
日
、
8
日
の
2
日
間
、

上
野
台
運
動
公
園
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
９
２
３
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
産
業
祭
は
、
国
見
町
合

併
60
周
年
に
あ
た
り
「
ふ
る
さ

と
祭
・
国
見
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と

合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
昨
年
よ
り

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
く
に
み
」
を
想

う
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

内
谷
太
々
神
楽
や
錦
町
太
鼓
保

存
会
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
披

露
、
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

加
盟
団
体
な
ど
に
よ
る
踊
り
や

楽
器
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
各
ブ
ー
ス
で
は
、

国
見
町
自
慢
の
農
産
物
の
展
示

即
売
、
町
内
企
業
に
よ
る
技
術

展
示
、
商
店
街
の
産
品
の
販
売

の
ほ
か
、
国
見
バ
ー
ガ
ー
や
そ

ば
、
カ
レ
ー
な
ど
の
販
売
も
行

わ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
一
番
人
気
は
、
国

見
石
の
「
か
ま
ど
」
で
、
貝
田

地
区
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
国
見

産
「
天
の
つ
ぶ
」
を
炊
い
て
振

る
舞
っ
た
「
国
見
石
の
か
ま
ど

ｄ
ｅ
ご
は
ん
」
の
コ
ー
ナ
ー
。

炊
き
た
て
で
、
ど
こ
か
懐
か
し

い
ご
は
ん
の
香
り
に
多
く
の
人

が
集
ま
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

か
ま
ど
ご
は
ん
を
懐
か
し
み
な

が
ら
食
べ
た
人
か
ら
も
、
初
め

て
食
べ
た
人
か
ら
も
好
評
で
し

た
。
ま
た
、
国
見
町
と
交
流
の

あ
る
北
海
道
ニ
セ
コ
町
、
岐
阜

県
池
田
町
か
ら
は
職
員
が
来
町

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
で
あ

る
じ
ゃ
が
い
も
や
美
濃
い
び
茶

な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
来
場

者
は
各
地
自
慢
の
味
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
国
見
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
佐
藤
大
雅
く

ん
、
青
年
農
業
者
の
渋
谷
憲
道

さ
ん
、
阿
津
賀
志
学
級
の
太
田

栄
子
さ
ん
が
町
へ
の
思
い
を
発

表
し
、
さ
ら
な
る
復
興
を
参
加

者
で
確
認
し
ま
し
た
。

ふるさと産業祭
国
見
町
の
歴
史
と
未
来

　
　
　
人
・
も
の
・
交
流

秋
　

秋
の
国
見
町
応
援
団
ツ
ア
ー

が
11
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
応
援
団
ツ
ア
ー
に
続

き
、
秋
の
国
見
町
の
魅
力
も
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

企
画
し
、
応
援
団
長
に
は
、
ス

イ
ー
ツ
を
愛
し
、
テ
レ
ビ
や
雑

誌
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
ス

イ
ー
ツ
王
子
Ｒ
ｕ
ｉ
．
さ
ん
を

迎
え
国
見
町
の
「
秋
の
お
い
し

い
」
を
満
喫
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
国
見
町

役
場
で
歓
迎
・
結
団
式
後
、
3

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
り
ん
ご

狩
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
青
年

農
業
者
か
ら
り
ん
ご
の
取
り
方

や
お
い
し
い
り
ん
ご
の
見
分
け

さん

　三ツ木貴重　

　国見町の印象は自然が豊かだと思いまし
た。野菜やりんごもおいしかったです。ま
だまだ震災のイメージがあり大変だと思い
ますが、復興しているところをアピールし
て頑張ってください。

神奈川県

島津仁美　

　国見町は農産物がおいしいです。普通な
ら肉や魚がおかずのメインですが、野菜が
メインになっても良いと思いました。
　農産物の風評被害については、放射線検
査を行い安全性確保に取り組んでいる点
で、福島のものは日本一安全と思っていま
す。福島産のものを買って応援したいです。

東京都

さん

方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

り
ん
ご
を
収
穫
し
ま
し
た
。
夜

は
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

農
商
工
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
の

交
流
会
で
す
。
国
見
町
の
食
材

を
使
っ
た
手
づ
く
り
料
理
を
は

じ
め
、
応
援
団
長
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
イ
ー
ツ
も
用
意
さ
れ
、
人
気

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
あ
ん
ぽ
柿
の
放

射
能
検
査
の
様
子
を
見
学
し
た

後
、
あ
ん
ぽ
柿
の
加
工
体
験
で

す
。
7
件
の
農
家
で
柿
の
皮
む

き
や
ひ
も
通
し
作
業
を
通
し

て
、
生
産
者
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
昼
食
は
、
小
坂
地
蔵

庵
が
心
を
込
め
て
打
っ
た
そ
ば

を
堪
能
し
、
お
別
れ
会
で
ツ

ア
ー
が
終
了
し
ま
し
た
。

の応援団
ツアー
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献穀米「天のつぶ」100％の日本酒
12 月 16 日水販売開始 !!

予告

　国見まちづくり株式会社（太田久雄代表取締役）が製造
に取り組んでいた日本酒が出来上がりました !!
　昨年度の新嘗祭で福島県を代表する献穀米に選ばれた朽
木農園（朽木勝之代表）が生産した 27 年産「天のつぶ」
100％で仕込んだ日本酒です。
　火入れする純米吟醸酒と火入れしない生の純米吟醸の 2
種類を販売予定です。
◆販売・問い合わせ　国見まちづくり㈱　☎ 585-2132

ま
た
一
つ　

国
見
町
の
た
か
ら
も
の　

見
つ
け
た

（
仮
称
）
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
業
に
向
け
て

　
　
　
「
く
に
み
鶏
」
試
食
会

　
「（
仮
称
）
里
ま
ち
文
化
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
食
堂
等
で
、

町
な
ら
で
は
の
食
材
で
献
立
を

提
供
す
る
た
め
、
食
材
発
掘
を

行
っ
て
い
る
国
見
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
（
太
田
久
雄
代
表
取

締
役
）が「（
仮
称
）く
に
み
鶏
」

の
試
食
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

く
に
み
鶏
は
、
渋
谷
育
雛
場

（
渋
谷
福
重
代
表
）
が
福
島
県

の
推
奨
鶏
「
福
島
ク
ロ
ス
ピ
ー

ブ
ラ
ウ
ン
」
と
フ
ラ
ン
ス
産
の

レ
ッ
ド
ブ
ロ
ー
を
交
配
し
て
育

成
し
た
肉
用
の
品
種
で
す
。

　

伊
達
市
内
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
で
行
わ
れ
た
試
食
会

に
は
、
太
田
代
表
取
締
役
、
朽

木
勝
之
出
荷
組
合
会
長
、
同
女

性
会
員
、
町
女
性
職
員
ら
が
出

席
し
、
7
つ
の
料
理
を
試
食
し

な
が
ら
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。

　
「
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
食
堂
で
取
り
入
れ
る
べ

き
」
と
の
意
見
が
大
半
を
占
め

た
ほ
か
「
加
工
品
も
良
い
と
思

う
」「
水
炊
き
、
親
子
丼
な
ど

和
食
で
も
食
べ
て
み
た
い
」「
市

販
さ
れ
て
い
る
鶏
肉
に
は
な
い

弾
力
が
あ
り
、
か
み
し
め
る
と

肉
の
う
ま
味
が
感
じ
ら
れ
る
」

と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
で
は
、
こ

れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
養
鶏
業

者
や
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
肉
質
の
改
良
、
生
産
体
制

や
販
売
網
の
確
立
を
進
め
、
町

の
ブ
ラ
ン
ド
鶏
と
し
て
育
成
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

試食メニュー
　むね肉のサラダ仕立て
　ささみのフリット
　自家製鶏団子の野菜スープ
　もも肉のパリパリ焼き
　スモークもも肉とカリフラワーのパスタ
　もも肉のリゾット
　手羽元と手羽先の煮込み

手羽元と手羽先の煮込み

第 25回危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章　
元　陸上自衛隊福島駐屯地
第 11 施設群本部副中隊長

佐久間秀男　さん
　　　　 （第 11）

　元陸上自衛隊福島駐屯地第 11 施設群本部副中隊長の佐
久間秀男さんが第 25 回危険業務従事者叙勲の栄誉に輝き
ました。
　佐久間さんは昭和 49 年に陸上自衛隊に入隊し、福島駐
屯地を中心に平成 19 年までの永きにわたり、自衛官とし
て活躍されました。
　佐久間さんは主に情報収集の業務に尽力されており、東
北管内の河川や道路、地形の調査や気象情報を収集・分析
し、災害などの非常事態発生時に備えるための業務に従事
されていたそうです。また、隊内の車両や施設機械の整備
や新入隊員の指導にも尽力されました。
　佐久間さんは「家族の支えや自分を育ててくれた先輩の
おかげでここまで任務を全うできました。感謝しています」
と話されていました。

平成 27 年度
   国見町・桑折町交通安全町民大会

　平成 27 年度国見町・桑折町交通安全町民大会が 11 月 28 日、
国見小学校体育館で開催されました。
　第 1 部では、福島県警察音楽隊による迫力ある演奏とカラー
ガード隊の魅力ある演技が披露されました。
　第 2 部では、交通事故犠牲者に対する黙とうや大会長である
太田久雄町長からのあいさつ、交通安全功労者などの表彰が行わ
れました。また、国見小学校 5 年佐藤善久さんらによる交通安
全に関する提言の発表があり、参加者は交通事故ゼロへの思いを
新たにしました。
◆表彰受賞者（敬称略、国見町分のみ）
　○大会長国見町長・福島北警察署長連名表彰  　　　
　　交通安全功労者（個人）：松浦美孝、小林由香里  　　
　　交通安全優良団体・事業所：桑折地区交通安全協会小坂部会
　○福島北警察署長・桑折地区安全運転管理者協会長連名表彰 
　　根本建設株式会社国見支店、有限会社大和田金物店
　○全日本交通安全協会長表彰交通栄誉章「緑十字銅賞」  
　　交通安全功労者：太田エイ子
　　優良運転者：菊地孝一
　○福島県警察本部長・福島県交通安全協会長連名表彰  
　　交通安全功労者：石川博利、国分幹郎
　　優良運転者：鈴木正明、佐藤喜平
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小
坂
地
区
で

鳥
獣
被
害
対
策
の

　
侵
入
防
止
柵
を
設
置

～侵入防止柵として
　ワイヤーメッシュ柵を
　　　　設置しています～

・5mm 径の鉄線を組み合わせた金
　属柵で大きさは縦 1.2 ｍ×横 2.0
　ｍです。

・電気柵が動物に軽い電気ショック
　を与えることで侵入を防ぐ心理柵
　であるのに対し、ワイヤーメッ
　シュ柵は建築資材としても使用さ
　れる丈夫な金網により、物理的に
　侵入を防ぎます。

・ワイヤーメッシュ柵も定期的な点
　検や草刈等の維持管理が必要です
　が、電気を流さないため電気柵と
　比べて維持管理の手間は少ないで　
　す。

　

近
年
、
町
内
の
中
山
間
地
域

で
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
頻
発
し
、
人
的
被
害
の

恐
れ
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
小

坂
地
区
で
は
個
人
で
の
被
害
防

止
対
策
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、地
域
ぐ
る
み
（
地
区
共
同
）

で
の
被
害
防
止
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
、
10
月
24
日
か
ら
、

小
坂
地
区
の
各
町
内
会
に
お
い

て
侵
入
防
止
柵
（
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
）
の
設
置
作
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事

業
に
よ
り
、
侵
入
防
止
柵
の
整

備
を
要
望
し
た
地
区
に
対
し
、

町
協
議
会
が
柵
等
の
資
材
を
交

付
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
柵
の
設

置
作
業
や
維
持
管
理
作
業
を
行

う
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

小
坂
地
区
に
お
い
て
は
、
農

家
非
農
家
問
わ
ず
多
く
の
地
区

住
民
の
参
加
と
町
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
員
の
協
力
の
も
と
、

設
置
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
小
坂
地
区
以
外
の

地
区
に
お
い
て
も
イ
ノ
シ
シ
を

中
心
と
し
た
鳥
獣
被
害
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
被

害
が
減
少
す
る
よ
う
、
今
後
と

も
地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
被
害
対

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　設置した侵入防止柵

2.0m

1.2m

地域ぐるみで鳥獣被害を防ぐ

国史跡「阿津賀志山防塁」の史跡整備へ向けた
　　　　発掘調査と整備計画の策定を進めます
　阿津賀志山防塁は、文治 5 年（1189）源頼朝率いる鎌倉軍による奥州侵攻を防ぐため、奥州藤原
氏により築かれた 3.2 ｋｍの長大な要塞施設です。
　遺跡のスケールと繰り広げられた合戦が奥州藤原氏の終焉・伊達氏誕生に大きくかかわり、鎌倉幕
府成立へとつながる時代の転換点となったことから、昭和 56 年に全体の約 3 分の 1 が国史跡へ指定
されました。平成 20 年度からは、範囲確認の発掘調査を継続的に実施し、11 月 20 日、国文化審議
会において史跡範囲の追加指定（掲載写真箇所）が答申されました。
　国見町では、1000 年のまち国見の歴史性を象徴する阿津賀志山防塁の整備を通じて歴史まちづく
りを進めるため、発掘調査による基礎データの収集と整備計画の策定を行います。

整備計画の策定 　

11
月
12
日
、
整
備
計
画
と
整
備
に

向
け
た
調
査
の
指
導
を
行
う
た
め
、

阿
津
賀
志
山
防
塁
調
査
・
整
備
指
導

委
員
会
（
委
員
長
：
入
間
田
宣
夫
東

北
大
学
名
誉
教
授
）
の
第
1
回
会
合

が
国
見
町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
今
年
2
月
に
認
定

さ
れ
た
「
国
見
町
歴
史
ま
ち
づ
く
り

計
画
」や
今
年
6
月
に
策
定
し
た「
阿

津
賀
志
山
防
塁
整
備
基
本
構
想
」
の

方
針
を
具
体
化
す
る
た
め
、
歴
史
・

造
園
・
観
光
・
住
民
活
動
等
の
各
分

野
で
活
躍
す
る
方
々
と
、
防
塁
の
整

備
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

発掘調査 　

国
見
町
教
育
委
員
会
は
、
防
塁
整

備
に
向
け
た
第
16
次
発
掘
調
査
を
10

月
6
日
か
ら
国
道
4
号
北
側
地
区
で

行
い
ま
し
た
。

　

同
地
区
は
、
内
堀
が
良
好
に
残

り
、
土
塁
の
痕
跡
も
確
認
で
き
ま
す

が
、
外
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
詳
細
が

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

調
査
で
は
、
外
堀
と
構
造
を
確
認

す
る
た
め
4
か
所
で
調
査
区
を
設

け
、
幅
約
5
ｍ
の
外
堀
お
よ
び
凝
灰

岩
（
国
見
石
）
を
削
り
出
し
た
内
堀
、

そ
の
排
土
を
盛
っ
て
い
る
土
塁
な
ど

の
構
築
手
順
が
判
明
し
ま
し
た
。

平成 27 年度国見町文化財講演会を開催します！

・日時：平成 28 年 1 月 30 日土　午後 1 時 30 分　　・場所：観月台文化センター　　　
・講師：平泉町役場　八重樫忠郎氏
　平泉研究を進め、世界遺産登録に携わられた八重樫氏より、平泉から見た阿津賀志山防塁について
語っていただきます。
◆問い合わせ　生涯学習課生涯学習係　☎ 585-2676

入間田委員長へ委嘱状を交付する太田町長 11 月 3 日開催の現地説明会にて外堀を公開

二重堀始点地区 国道４号北側地区 下二重堀地区
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福
島
路
に
つ
な
ぐ
タ
ス
キ

　
第
27
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

　

第
27
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が
11
月
15

日
、
白
河
市
を
ス
タ
ー
ト
し
、

福
島
県
庁
を
目
指
す
16
区
間

95
・
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
チ
ー
ム
は
、
総
合
第

37
位
、
町
の
部
で
は
第
18
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

全
力
を
尽
く
し
て
コ
ー
ス
を

駆
け
抜
け
、
仲
間
に
タ
ス
キ
を

つ
な
ぐ
選
手
た
ち
の
姿
は
多
く

の
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

国見町ソフトボール
　スポーツ少年団駅伝競走大会

　

国
見
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
主
催
に
よ
る
駅
伝
大
会
が
11
月
22
日
、

国
見
町
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
30
回
目
を
迎
え
る
本
大
会

で
は
町
内
外
か
ら
17
チ
ー
ム
が
集
い
ま
し

た
。

　

秋
風
に
負
け
な
い
選
手
た
ち
の
力
強
い

走
り
に
、
沿
道
か
ら
惜
し
み
な
い
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優
勝
…
野
田
、
準
優
勝
…
国
見
Ａ
、
第

三
位
…
誠
友
Ａ
◆
区
間
賞
…
2
区
佐
藤
汰

一（
国
見
Ａ
）、3
区
実
沢
真
都（
国
見
Ａ
）、

7
区
阿
部
瑠
威
（
国
見
Ａ
）

17 チームが国見に集結！国見、秋の風物詩

町内一周駅伝大会
　

8
区
間
19
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
駆
け
巡
る

国
見
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
11
月
1

日
、
国
見
町
内
で
開
催
さ
れ
、
町
内
よ
り

10
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

激
し
い
首
位
争
い
や
大
枝
チ
ー
ム
の
躍

進
な
ど
目
の
離
せ
な
い
展
開
に
沿
道
か
ら

の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優
勝
…
藤
田
（
記
録
1
時
間
7
分
17

秒
）、
準
優
勝
…
小
坂
、
第
3
位
…
森
江

野
◆
区
間
賞
…
①
大
槻
航
（
藤
田
）
②
松

浦
貴
昭
（
森
江
野
）
③
佐
藤
凌
（
藤
田
）

④
宍
戸
樹
里
直
（
大
枝
）、
⑤
安
孫
子
貴

志
（
小
坂
）、
⑥
安
藤
知
義
（
小
坂
）、
⑦

佐
藤
温
史
（
小
坂
）、⑧
牧
野
和
好
（
藤
田
）　　
　

農業振興地域整備計画の総合的見直し
　農業を取り巻く情勢は、高齢化による担い手の
減少や、耕作放棄地の増加、米価をはじめとする
農作物価格の下落、そして原発事故による放射能
の影響により大変厳しい現状にあります。 
　こうした中、将来にわたって農業の継続的な発

展を目指し、各地域の情勢に応じた農業施策の計
画的な推進と優良農地の確保と保全を図るため、
町では、平成 28 年度末をめどに「農業振興地域
整備計画」の見直しを進めていくこととしていま
す。

●農業振興地域とは…
　総合的に農業の振興を図ることが相当な地域として、町が県知事と協議して指定する地
域です。

●農業振興地域整備計画とは…
　優良な農地を確保・保全し、農業振興の各施策を実施するための総合的な計画で「農業
振興計画のマスタープラン」（農業生産基盤・施設の整備や担い手の確保計画など）と「農
用地利用計画」（農用地地域の指定など）からなります。

●農用地区域の指定
　次のような農地が「今後 10 年以上にわたり農業上の利用を確保すべき優良農地」として
農用地区域に指定されます。 
①集団的農用地（10 ヘクタール以上）
②農業生産基盤整備（ほ場整備）事業の対象地 
③農業用施設用地（2 ヘクタール以上または、①、②に隣接するもの）
④その他農業振興を図るために必要な土地

●指定を受けると「有利な面」と「制限される面」があります。

「有利な面」 
①国の直轄事業や補助事業の対象地域となる。（多面的機能支払交付金事業など）
②各種の農業施策の対象となる。 
③税制上の優遇措置がある。（農地を譲渡したときの所得税の特別控除や相続税などの評価
　は「準農地」として取り扱われるなど） 
「制限される面」	

　農地の保全と有効活用を図るため、開発行為等の制限があり、農用地利用計画に定めら
れた用途以外には利用できませんので、農地転用の規制が厳しくなります。 

●農地転用の予定がある方はご注意ください。
　農業振興地域整備計画の見直し期間中は随時変更（個別的な農用地区域の除外）及び軽
微な変更（個別的な用途変更）を行うことができなくなりますので農用地区域内に住宅建
築などをお考えの方は、手続き時期にご注意ください。

●受付を中断する期間　平成 28 年 6 月 1 日から平成 28 年 12 月 31 日まで　

◆問い合わせ　産業振興課産業振興係　☎ 585-2986
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　介護予防・日常生活支援総合事業
　　　　　　　　　（総合事業）が始まります

平成 28 年 1 月 1 日から

　介護や生活支援を必要とする高齢者や、一人暮
らしや高齢者のみの世帯が増える中、生活を続け
ていくために必要な買い物や掃除のお手伝い、高
齢者が生きがいを持って参加できる活動がこれま
で以上に必要になることが見込まれます。
　このため、従来のホームヘルプサービスやデイ
サービスだけでなく、住民の方による見守りやボ

ランティア活動などを含めた、多様な担い手によ
り高齢者を支援するしくみを地域の中に作ってい
くことが必要になっています。
　こうした町民のみなさんの参加による、幅広い
支えあいの地域づくりを推進するため、国見町で
は平成 28 年 1 月から介護予防・日常生活支援総
合事業（総合事業）を実施します。

◆問い合わせ　保健福祉課長寿介護係　☎ 585-2125

介護予防活動の充実
　支援が必要な方も元気な方も地域の誰もが参加できる、身近な場所での「体操教室」や

「サロン」など地域住民のみなさんの自主的な介護予防活動の立ち上げや運営について幅広
く応援します。
　また、体操教室などでボランティアとして活動していただく介護予防サポーターの養成
講座を実施しています。

総合事業の主な内容（平成 27 年度）

要支援 1・2の方を対象とした通所介護・訪問介護が
　　　　　　　　　　　　　　　　　「総合事業」に移行します
　要支援 1・2 の方に対し、全国一律の基準で提供されてきた訪問介護と通所介護は、国見
町の事業として実施し、今後は、多様なサービスが利用できるように整備していきます。
　また、要介護認定を受けなくても基本チェックリストを実施することで迅速に訪問型サー
ビスや通所型サービスが利用できるようになります。

介護保険の予防給付として
（要支援 1・2）

訪問介護・通所介護

町が行う総合事業として
（要支援 1・2、総合事業対象者）
訪問型サービス、通所型サービス

※訪問介護と通所介護以外の要支援者に対するサービスは変更ありません。

（現在要支援 1・2 の方）
　現在要支援 1・2 の認定を受けている方で訪問介護、通所介護を利用している方は平成
28 年 1 月以降、更新の際に順次、総合事業に移行します。対象の方へは国見町地域包括支
援センターから説明があります。
　現在サービスを利用していない方で新たに訪問型・通所型サービスを利用したい場合も
お気軽にご相談ください。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　◆問い合わせ　国見町地域包括支援センター　☎ 585-2702

＜現行＞ ＜ 1 月以降＞

→

農業委員会の動き
　11 月 20 日に定例総会が開催され、次のとおり
確認されました。

・農地賃貸借　　　　　　　　　1 件
・農地使用貸借　　　　　　　　2 件
・農地転用　　　　　　　　　　1 件
・農地改良行為　　　　　　　　1 件
・農地合意解約　　　　　　　　3 件
・農用地利用集積計画の決定

　12 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。

◆日　時　12 月 18 日金　午後 1 時 30 分から
◆場　所　国見町役場　大会議室

◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890

町の奨学生募集

マイナンバー、届きましたか？
　国見町では 11 月下旬より、マイナンバー（個
人番号）の通知カードの配達が始まりました。ま
だ通知カードが届いていない方は、住民生活課戸
籍係までご連絡ください。
個人番号カードを希望される方は申請しましょ
う！
  ステップ 1  
　個人番号カードの申請は、通知カードと一緒に
送付される申請書に記入し、顔写真を貼付して同
封されている返信用封筒で郵送していただきます。
　また、スマートフォン等による WEB 申請も可能
です。詳しい申請方法については同封のパンフレッ
トをご覧ください。
  ステップ 2  
　平成 28 年 1 月以降、カード交付準備が整うと、
順次交付通知書を郵送します。運転免許証などの
本人確認書類、通知カード、交付通知書をあわせ
てお持ちになり、戸籍係窓口までお越しください。

( 住民基本台帳カード（住基カード）は、個人番
号カードと一緒に持つことができません。住基カー
ドをお持ちの方はカードを回収しますので、一緒
にお持ちください。)
  ステップ 3  
　本人確認の上、暗証番号を設定していただき、
個人番号カードが交付されます。手数料は初回無
料です。 （交付の際、顔認証システムを用いて本
人確認をさせていただくことがありますので、ご
了承の上、申請してください。）
※電子証明書並びに住基カードについて
　個人番号カード及びカードに格納される電子証
明書は、即日交付できません。また、住基カード
に格納される電子証明書の発行は平成 27 年 12 月
22 日で終了です。確定申告時期に有効期限を迎え
る方はご注意ください。（住基カードは平成 27 年
12 月 28 日で発行終了です。）
◆問い合わせ　住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

　国見町では、経済的な理由で修学することが困
難な方に無利子で奨学資金の貸付けをしています。
　奨学資金には次の 2 種類があります。

【修学資金】
　○貸付額 ( 月額 )
　　高校：１万円以内、高専：１万５千円以内、　　
　　大学：２万円以内
　○貸付期間　平成 28 年 4 月から最短修学期間
　○返還方法　卒業後 6 ヵ月後から 10 年以内。

【入学支度資金】
　○貸付額
　　高校：15 万円以内、大学：25 万円以内
　○貸付方法　平成 28 年 4 月に入学支度資金と

　　　　　　　して一括貸付
　○返還方法　平成 28 年 4 月から修学期間内に
　　　　　　　返還。
　○募集人員　どちらの資金も若干名

【申込方法】
　　学校教育課または県北中学校にある申込書類
　と平成 27 年度所得証明書を提出ください。
　○申込受付期間　平成 28 年 1 月 4 日月から 12
　　　　　　　　　日火まで（土日祝日を除く）
　○申込先　学校教育課（県北中学校在学中の方
　　　　　　は、中学校へ申込みください )
◆問い合わせ　学校教育課学校教育係
　　　　　　　☎ 585-2892
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安全な「あんぽ柿」　　　　
　　　出荷に向けて

　国見町の特産品である「あんぽ柿」は、昨年より
加工再開モデル地区が町内全域に広がり、生産者に
よる加工再開が進められています。
　また、加工生産された「あんぽ柿」は全量非破壊

　あんぽ柿を生産される方は、安全なあんぽ柿生産・出荷のため、農業生産工程管理（GAP）の取り
組みや二次汚染防止のための干場清掃、全量非破壊検査にご協力ください。

【原料柿の移動 ( 売買 ) ができるのは】
①所有する全てのほ場が平成 27 年度モデル地区内に存在すること。
②平成 25 年度から平成 27 年度までに実施された幼果期検査において、所有する全てのほ場が 10Bq/
　kg 以下であること。
③取引可能な原料柿の量が 200kg（コンテナで約 10 箱程度）以上であること。
※個人贈答であってもあんぽ柿を生産する場合は、農業生産工程管理（GAP）に基づき生産し、必ず
　全量非破壊検査をしてください。
◆問い合わせ　産業振興課産業振興係　☎ 585-2986
                　　　ＪＡ伊達みらい国見営農センター　☎ 585-2660

検査を経て、基準値以内の安全なものだけが出荷されることとなって
います。全量非破壊検査は 11 月 20 日より開始され、検査機器を昨
年の 5 台から 6 台に増やし行っています。　
　あんぽ柿は原発事故後、2 年間におよぶ加工自粛となりましたが、
昨年は町全域が「加工再開モデル地区」となり、生産量の拡大が図ら
れ本格的な産地再生への大きなステップとなりました。
　今年度はモデル地区内での原料柿の売買及び移動を再開しました。
本格的な復活を目指す「あんぽ柿」を是非ご賞味ください。

【あんぽ柿非破壊検査の流れ】

ケース単位で廃棄

あんぽ柿を入れたケース（トレー 8 個入り）
に生産者を識別するためのバーコードシール
を貼り付け、検査場に持ち込み

ケースごとに検査器で測定

合格品としてトレーご
とに検査済シールを貼
り付けて出荷

「50Bq/kg 以下」 「50Bq/kg 以上」

↓
↓ ↓

・代表者　大和田　紀夫
・活動日　毎月第 1・3火曜日
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　	15 人
・会　費　	1,000 円 / 月
・連絡先　	☎ 585-3470	

−プロフィール−
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　手習いクラブ

県北中学校（3年生）

渡邉　ゆき須藤　麗茄
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11 月 28 ・ 29 日

森のおもちゃ

　　フェスティバル

①【第 58 回福島県中学校体育大会駅伝競走大会出場】団体男子
　駅伝：佐藤淳哉他 8 人【平成 27 年度東北中学校体育大会第
　45 回東北中学校卓球大会出場】小池龍成（中 3）、小池和妃（中
　1）【平成 27 年度東北中学校体育大会第 39 回東北中学校剣道
　大会出場】菅野奈津美（中 3）
②【平成 27 年度中学校新人大会出場】柔道：佐々木舞依（中 2）、
　野村成美（中 2）、ソフトテニス：田中和希（中 2）、二宮泰造（中
　2）、引地佑菜（中 2）、岩城綾音（中 1）、菊地順子（中 1）、大
　槻華凜（中 2）、ソフトテニス女子団体：引地佑菜（中 2）他 7 人、
　バレーボール男子：佐藤彪（中 2）他 11 人
③【平成 27 年度中学校新人大会出場】柔道女子団体：野村成美（中
　2）他 1 人、卓球女子団体：岡田澪亜（中 2）他 7 人

③

歯っぴいライフ 8020
　　表彰者インタビュー Vol.1

　平成 27 年度第 24 回歯っぴいライフ 8020
で認定を受けた方を今月号と来月号 2 回にわ
けて紹介します。
　みなさんもこの機会に、自分の健康（健口）
を見直してみてはいかがでしょうか？

阿
あ べ け ん じ

部憲二さん　（80 歳）

★朝晩きちんと歯を磨く
　　磨き方を歯科医師に習って、強く磨きすぎないように気を付けて磨いています。
　朝晩 2 回は必ず、1 回につき 15 分程磨くようにしています。
★歯だけでなく運動や食事や入浴法にも気を付ける
　　日頃から体を動かすように心がけ、好き嫌いなく食べるようにもしています。
　約 20 年前に腰を痛めてからは入浴しながらマッサージをするようにしています。

太
お お た せ い じ

田誠二さん　（81 歳）

★寝る前は丁寧に歯をみがく
　　歯磨きは、電動ブラシと歯間ブラシを使用して 15 分くらいかけて丁寧に磨き
　ます。
★禁煙
　　若い頃はヘビースモーカーでしたが、喘息発作が悪化したことをきっかけに禁
　煙しました。禁煙したら喘息が治ったり、歯のヤニが気にならなくなったり、良
　いことばかりです。

佐
さ と う さ と こ

藤里子さん　（80 歳）

★寝る前に必ず歯をみがく
　　寝る前には必ず磨いてい
　ます。食べた物が歯に残ら
　ないように気を付けながら
　歯間ブラシをつかって丁寧
　に磨きます。

佐
さ と う ち よ

藤チヨさん　（84 歳）

★歯を大切にする
　　親からもらった歯なので
　大切にしようと思い続けて
　います。

仲
な か だ ひ で こ

田秀子さん　（80 歳）

★きちんと歯を磨く
　　歯みがきは欠かさないよ
　うに気を付けています。歯
　間ブラシを使って丁寧に磨
　いています。

国見町青少年育成町民会議奨励金交付
① ②

※『8020 認定』とは…80 歳以上で歯が 20 本以上残っている方　　

　　　　　　　　　　  です。毎年 6 月に募集しています。
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植栽に参加したみなさん

色鮮やかな花で心に癒しを
　仮設住宅で花の植栽
　国見町日赤奉仕団は 11 月 12 日、上野台仮設住宅で仮設住
宅入居者と一緒に花を植栽しました。
　日赤奉仕団のみなさんから、仮設住宅入居者のみなさんへ
花の苗やプランターなどが提供され、参加者でパンジーやビ
オラなど色とりどりの花を植えました。植栽した花は、それ
ぞれの仮設住宅で育てます。

　国見町と国見まちづくり株式会社（太田久雄代表取締役）
は 11 月５日、夢メッセみやぎで開催された東北最大の商談会

「東北しんきんビジネスマッチング」に参加しました。
　国見町の豊富な食材の 6 次化事業を推進するため、加工業
者数社と商談し、近く具体的な協議を始めることとしました。

　生活環境推進員と町商工会関係団体などによる不法投棄ゴ
ミの撤去作業が 11 月 11 日、小坂峠や山崎山などで実施され
ました。
　車のタイヤや布団などの粗大ゴミや空き瓶など約 1 トン分
のゴミを回収しました。参加者は、無くならない不法投棄ゴ
ミに残念な表情をしながらも懸命に撤去作業に励みました。

住みよい町を目指して
　不法投棄ゴミの撤去作業

撤去作業ありがとうございました

　国見町戦没者追悼式及び慰霊祭が 11 月 11 日、香雲堂斎場
で行われました。
　式では、黙祷の後、太田久雄町長が式辞で「戦没された方々
の思いを深く心に刻み、希望に満ちたまちづくりに尽力して
いきます」と述べました。最後に献花も行われ、戦没者のご
冥福を祈り、恒久平和を願いました。

終戦から 70 年
　国見町戦没者追悼式・慰霊祭を挙行

商談会の様子

平和を願って…

商談会に参加
　東北信金ビジネスマッチング

田谷復興局長と懇談する太田町長

太田久雄町長が
　復興支援などを要望
　太田久雄町長は 10 月 29 日、復興庁福島復興局及び福島北
警察署を訪問し、懇談や要望書の提出を行いました。
　田谷福島復興局長との懇談では、町の復興に向けた取り組
み状況などを話し、道の駅建設や風評被害対策に対する支援
を要望しました。また、杉山福島北警察署長へ道の駅開業に
伴う安全対策として、早期の信号機設置を要望しました。

おそばおいしい !

小坂まちづくりの会
　第 10 回そばまつり
　小坂まちづくりの会によるそばまつりが 11 月 29 日、小坂
農村総合管理センターで行われました。
　当日準備された打ちたてのそば 450 食は完売。来場者は小
坂産の新そばを味わいました。新そばの他にも、そば粉クッ
キーやピザ、おしるこなどたくさんのおいしい食べ物が準備
され、多くの人で賑わいました。

　平成 27 年度国見町小中学生「税に関する作品コンクール」
の表彰式が 11 月 25 日、観月台文化センターで行われました。
　今年は書の部 243 点、標語の部 241 点の応募があり、審査
会で決定した 15 人に対し、橘美光福島税務署長、清野隆彦県
北地方振興局長、太田久雄町長、岡崎忠昭教育長より表彰状
が手渡されました。受賞作品は、確定申告会場に展示されます。

税に関する
　作品コンクール表彰式

おめでとうございます

　国見町郷土史研究会（佐藤榮壽会長）は森江野方部研修会
を 11 月 24 日、森江野町民センターで開催しました。
　多様な史跡だけでなく伝説や雨乞いなどの無形遺産も多数
残る森江野について笠松金次さんが講演しました。約 70 名の
参加者は、地域に残る歴史が森江野を形作っていることを学
びました。

歴史と伝説の里
　「森江野」を語る

入賞した鈴木さん、吉田さん、斎藤さん（左から）

森江野を学ぶ

くにみももたんも一緒にＰＲ

「税を考える週間」
　税の大切さを呼びかけ

　国見町は 11 月 12 日、「税を考える週間」に合わせてコープ
マート国見店で街頭啓発を行いました。
　街頭啓発では太田久雄町長や税務課職員が、町内の小中学
生が考えた税に関する標語が入ったミニカイロを一人一人に
手渡し、税の大切さなどを呼びかけました。

鹿島神社例大祭
　フォトコンテスト表彰式

　鹿島神社例大祭フォトコンテストの表彰式が 11 月 23 日、
観月台文化センターで開催されました。祭礼を通して町や藤
田の歴史を多くの人に知ってほしいとの思いから、国見伝統
文化保存会（黒田加津臣会長）や四町若連が主催したものです。
　式では、黒田会長より受賞者へ賞状が手渡されました。

【最優秀賞】鈴木俊博さん【優秀賞】鈴木俊博さん、吉田光江
さん、斎藤アイ子さん
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 27 年 10 月生まれ）
・9 か月児（平成 27 年 4 月生まれ）

2 月 25 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

2 月 3 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

食育シリーズ 　町では食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の
子どもたちを対象に食育教室を開催しています。10 月は次の内容で実施し
ました。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 3 歳 6 か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 24 年 6 月 1 日から
平成 24 年 8 月 31 日生まれの幼児

2 月 18 日木
午後 1 時 30 分から
　　午後 1 時 45 分

森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

年少組『手洗いについて』

年長組『バランスよく食べよう』

年中組『かぜウイルス
　　　　　　と手洗い』

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチンを接種した方へのお知らせ

　平成 25 年 3 月 31 日までに、市町村の助成により、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小
児用肺炎球菌ワクチンのいずれかを接種した方のうち、接種後に何らかの症状が生じ、医療機関を受
診した方は、接種との関係性が認定されると、医療費・医療手当が支給される場合があります。
　認定を受けるためには、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＭ）に請求する必要があり
ますが、支給対象となるのは、請求した日から遡って 5 年以内に受けた医療に限られていますので、
お心当たりのある方は至急請求いただきますようお願いします。
　具体的な請求方法、必要書類、請求書類の様式やその記載方法等について、次の相談窓口にお問い
合わせください。

12 月 17 日木は国見町の献血の日です。

【相談窓口】
　　独立行政法人医薬品医療機器総合機構　救済制度相談窓口
　　　　☎ 0120-149-931（フリーダイヤル）
　　　　※ＩＰ電話等の方でフリーダイヤルがご利用になれない場合は、
　　　　☎ 03-3506-9411（有料）をご利用ください。
　　　○受付時間
　　　　月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　午前 9 時から午後 5 時

【１号車】
場　　　　所 受　付　時　間

　国見町役場駐車場 　午前 9 時から正午
　コープマート国見店前 　午後 1 時 30 分から午後 5 時

【２号車】
場　　　　所 受　付　時　間

　八巻石材工業（株）国見工場前 　午前 9 時から午前 11 時
　（株）大岩マシナリー国見事業所前 　正午から午後 1 時
　（株）福梁製作所前 　午後 2 時 30 分から午後 3 時 30 分
　福島信用金庫国見支店前 　午後 4 時から午後 5 時

いのちを救う　
　愛の献血にご協力を !!
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個
人
住
民
税
に
お
け
る

特
別
徴
収
義
務
者
の
一

斉
移
行

　

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
と

県
北
地
区
管
内
8
市
町
村
（
福

島
市
、
二
本
松
市
、
伊
達
市
、

本
宮
市
、
桑
折
町
、
国
見
町
、

川
俣
町
、
大
玉
村
）
で
は
、
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進

す
る
た
め
、平
成
28
年
度
か
ら
、

法
令
の
要
件
に
該
当
す
る
す
べ

て
の
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

を
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
一

斉
に
移
行
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
さ

れ
る
と
、
従
業
員
に
支
払
う
毎

月
の
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
、
各

市
町
村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
見
町
ま
た
は
県

北
地
方
振
興
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
課
税
係
☎
５
８
５
‐

２
７
７
８
、
県
北
地
方
振
興
局　

県
税
部
☎
５
２
３
‐
３
５
９
８

「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」を
発
行
し
ま
す
。

年
末
調
整
・
確
定
申
告

ま
で
大
切
に
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
（
そ
の
年
の
1
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
該
当
し
ま
す
）。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本

年
11
月
上
旬
よ
り
順
次
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
10
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
来
年
の
2
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付

さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
家
族
宛
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐

５
５
５
（
ね
ん
き
ん
定
期
便
・

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
☎
０
３

‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。

自
動
音
声
に
従
っ
て
「
３
」
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

平
成
28
年
3
月

15
日
火
ま
で

▼
受
付
時
間　

午
前
9
時
か
ら

午
後
7
時
、
第
2
土
曜
日　

午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時

※
第
2
土
曜
日
を
除
く
土
日
祝

日
、
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

第
38
回
福
島
自
衛
隊

　
　
　
　
　
　
音
楽
祭

▼
日
時　

平
成
28
年
1
月
24
日

日
第
1
回
公
演
午
前
10
時
か
ら

（
午
前
9
時
15
分
開
場
）、
第
2

回
公
演
午
後
2
時
か
ら
（
午
後

1
時
15
分
開
場
）

▼
場
所　

福
島
県
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

入
場
無
料
（
満
員

の
場
合
、
入
場
制
限
が
あ
り
ま

す
）

▼
駐
車
場　

松
川
河
川
敷
駐
車

場（
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り
）

問
陸
上
自
衛
隊
福
島
駐
屯
地
広

報
室

☎
５
９
３
‐
１
２
１
２

1
月
10
日
は

　
　「
１
１
０
番
の
日
」

　

警
察
で
は
、
1
月
10
日
を

「
１
１
０
番
の
日
」
と
定
め
、

１
１
０
番
通
報
の
正
し
い
利
用

「心配ごと相談」
		　	開催日　		1 月 14 日木、28 日木

			　時　間 　 午前 9 時から正午

			　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

			　相談員  　民生児童委員

	「障がい者相談」
								開催日　1 月 19 日火　

								時　間　午前 10 時から午後 4 時

								場　所　役場庁舎　中会議室【北側】

								相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

お
知
ら
せ

1 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,649 人　（△ 12）
　　  男　　    4,643 人　（△ 6）
     　 女　         5,006 人　（△ 6）　
　    世帯　  　3,403 世帯（+ 1）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 27 年 10 月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　12月 10 日、17 日、24 日
　　　　　　　　							1 月				7 日、		14 日、21	日、28 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
10 月 21 日～ 11 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

阿部　結
ゆ い と

心ちゃん
昂平さん　千華さん （ 板 橋 南 ）

方
法
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事

故
専
用
の
緊
急
電
話
で
す
。

１
１
０
番
の
通
報
要
領
は
、
ま

ず
何
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
場

所
は
ど
こ
な
の
か
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
住
所
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
「
コ
ン
ビ
ニ
、
会
社
等

の
建
物
名
」
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
あ
と
は
警
察
官
が
順
を

追
っ
て
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ

い
。

※
携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
０
番

　

通
報
時
の
お
願
い

○
現
場
を
離
れ
ず
に
通
報
を
～

　

現
場
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま

　

す
。

○
運
転
中
は
必
ず
停
止
し
て
通

　

報
を
～
通
話
が
途
切
れ
る
お

　

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
し
ば
ら
く
の
間
は
電
源
を
切

　

ら
な
い
で
～
警
察
で
聞
き
返

　

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

県
内
の
１
１
０
番
は
、
す
べ

て
福
島
県
警
察
本
部
内
に
あ
る

通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す

が
、
緊
急
性
の
な
い
相
談
、
困

り
ご
と
で
１
１
０
番
通
報
を

し
、
１
１
０
番
の
電
話
回
線
が

す
べ
て
ふ
さ
が
っ
た
状
態
に
な

る
と
、
１
１
０
番
通
報
が
あ
っ

て
も
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
緊
急
性
の
な
い

相
談
、
困
り
ご
と
は
、
警
察
の

相
談
窓
口
と
な
る
＃
９
１
１
０

番
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
に
限
る
）

ま
た
は
☎
５
２
５
‐
３
３
１
１

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

等
は
桑
折
分
庁
舎
、
駐
在
所
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
福
島
北
警
察
署
桑
折
分
庁
舎

☎
５
８
２
‐
２
１
５
１

家
屋
を
解
体
し
た
ら

「
滅
失
届
」
を
！

　　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で

あ
る
「
家
屋
」
を
取
り
壊
し
た

際
に
は
「
家
屋
滅
失
届
」
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

法
務
局
へ
滅
失
登
記
が
完
了
し

て
い
る
場
合
に
は
「
滅
失
届
」

の
提
出
は
不
要
で
す
。　

問
税
務
課
課
税
係

☎
５
８
５
‐
２
７
７
９

佐藤　ツエさん 87 （ 並 柳 ）
佐藤　ノブさん 87 （ 第 ２ ）
佐藤　和哉さん 55 （ 太 田 川 ）
村上　恒夫さん 88 （ 大 木 戸 ）
古内　靖子さん 76 （山崎沢田）
堀江　重吉さん 67 （ 太 田 川 ）
佐野　正治さん 90 （ 第 ８ ）
菊地　武雄さん 76 （ 第 １ ２ ）
佐藤　光康さん 85 （ 川 内 ）
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行事のお知らせ

作文発表する南春菜さん 

「
子
ど
も
が
大
切
に
さ
れ
る
環
境
」
で
育
む
青
少
年

　
第
16
回
青
少
年
健
全
育
成
推
進
町
民
大
会

　
「
第
16
回
国
見
町
青
少
年
健

全
育
成
推
進
町
民
大
会
」
が
11

月
21
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
大
研
修
室
で
開
催
さ
れ
、

約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
太
田
久
雄
町
青
少

年
育
成
町
民
会
議
会
長
の
あ
い

さ
つ
、
清
野
隆
彦
県
北
地
方
振

興
局
長
、
菊
地
義
之
福
島
北
警

察
署
桑
折
分
庁
舎
所
長
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
青

少
年
育
成
に
貢
献
し
た
団
体
及

び
個
人
、
町
・
県
の
「
家
庭
の

日
」
作
品
（
作
文
・
絵
画
・
ポ

ス
タ
ー
）
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
の
表
彰
、
最
優
秀
作
文
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
の
大
会
宣

言
が
あ
り
満
場
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
記
念
講
演
で
は

福
島
大
学
名
誉
教
授
で
あ
り
、

伊
達
市
の
教
育
委
員
長
で
も
あ

る
高
野
保
夫
氏
を
講
師
に
招
き

『
百
年
の
羅
針
盤
～
朝
河
貫
一
、

月
尾
嘉
男
の
本
か
ら
～
』
と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

本の紹介を交えながら講演する高野保夫氏

12 月 10 日 木 女性教室
11 日 金 3 学級合同学習
12 日 土 こどもまつり
13 日 日 復興・絆　

和太鼓フェスティバル
15 日 火 子ども移動図書館（2 年生）
17 日 木 子ども移動図書館（1 年生）

ブックスタート
19 日 土 木住野佳子 with Maiko

子ども和楽器体験教室⑧
24 日 木 少年仲間づくり教室

国見っ子わんぱく広場
25 日 金 国見町子ども司書講座②
26 日 土 川嶋あいコンサート

ツアー 2015「This is 'FOUR' 
you」in Fukushima

29 日 火 休館（～ 1 月 3 日まで）
1 月 4 日 月 休館日

9 日 土 国見町子ども司書講座③

◎
受
賞
者
（
敬
称
略
）

○
青
少
年
町
民
会
議
表
彰

【
青
少
年
育
成
団
体
】
古
典
鑑

賞
会
、
貝
田
町
内
会
【
青
少
年

指
導
者
】
鈴
木
道
代

○
家
庭
の
日
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

（
最
優
秀
賞
の
み
）【
作
文
の
部
】

佐
久
間
健
一
（
国
見
小
２
年
）

武
澤
実
夢
（
同
４
年
）
斎
藤
美

結
（
同
６
年
）
南
春
菜
（
県
北

中
１
年
）【
絵
画
の
部
】
目
黒

怜
大
（
国
見
小
１
年
）
山
崎
稟

桜（
同
４
年
）桵
澤
歩（
同
５
年
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】
松
浦
葵
（
県

北
中
３
年
）

第３回　復興・絆　魂の響き　和太鼓フェスティバル
　【日時】　　12 月 13 日日　午後 2 時開演　
　【入場料】　無料（要入場整理券）
　※整理券配布終了しました。
木住野佳子　with　 Maiko
　【日時】　　12 月 19 日土　午後６時開演
　【入場料】　無料（要入場整理券）
　※整理券配布終了しました。
川嶋あいコンサート２０１５
　【日時】　　12 月 26 日土　午後 5 時 30 分開演
　【入場料】　全席指定 5,000 円（当日 5,500 円）
　※チケット残りわずか！
◆問い合わせ　観月台文化センター　☎ 585-2676

観月台文化センター
　　　　　　　ホール情報

目
指
せ
！
町
の
読
書
リ
ー
ダ
ー
！

　
子
ど
も
司
書
講
座
「
選
書
会
」

　

子
ど
も
司
書
講
座
の
第
1
回

が
11
月
14
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
受
講
生
14
人
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
岡
崎
忠
昭
教

育
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　

開
講
式
の
次
に
、受
講
生
は
、

阿
部
紀
子
町
図
書
専
門
員
か
ら

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
児
童

室
と
図
書
室
を
案
内
さ
れ
、
熱

心
に
本
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
選
書
会
～
親
子

で
本
を
選
ぼ
う
～
上
学
年
の

部
」
が
行
わ
れ
、
受
講
生
の
親

と
親
子
ペ
ア
１
組
を
加
え
、
県

子
ど
も
の
本
を
ひ
ろ
め
る
会
の

瓶
子
美
千
子
会
長
よ
り
お
は
な

し
会
を
い
た
だ
い
た
後
、
５
百

冊
以
上
の
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

思
う
図
書
室
に
入
れ
た
い
本
を

選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
図
書
室
だ
よ
り
な
ど

で
公
表
さ
れ
、
得
票
数
の
多
い

本
か
ら
図
書
室
で
購
入
し
、
貸

し
出
し
ま
す
。

　

来
年
2
月
に
は
全
5
回
の
講

義
を
終
え
、
最
初
の
「
国
見
町

子
ど
も
司
書
」が
誕
生
し
ま
す
。この本なんかいいんじゃない？

新
聞
の
役
割
を
学
び
ま
し
た
！

　
三
学
級
合
同
学
習

　

三
学
級
（
阿
津
賀
志
・
成
人
・

女
性
）
合
同
学
習
が
11
月
17
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、時
事
問
題
解
説
で
、

福
島
民
報
社
編
集
局
報
道
部
副

部
長
角
田
守
良
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
演
題
「
福
島
の
復
興
と

政
治
」の
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。　
　

　

東
日
本
大
震
災
を
写
真
や
当

時
の
新
聞
で
振
り
返
り
な
が

ら
、
新
聞
の
あ
り
方
や
今
後
の

復
興
に
向
け
政
治
力
が
問
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

分かりやすく講演する角田守良氏

あ
ら
、
ふ
し
ぎ
！
科
学
実
験

　
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
で

は
11
月
14
日
、
児
童
54
人
、
指

導
員
12
人
が
参
加
し
、
科
学
実

験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
社
会
教
育
指
導
員
の
坂
内

明
生
先
生
を
講
師
に
、
空
気
の

力
、
水
の
力
、
静
電
気
の
力
な

ど
を
利
用
し
た
11
種
類
の
実
験

を
行
い
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

「
見
て
見
て
！
で
き
た
よ
！
」

と
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。

ほら！落ちないよ～

　【期日】　平成 28 年 1 月 10 日日
　【会場】　観月台文化センター大研修室
　【日程】　受付　午後 0 時 30 分
　　　　    式典　午後 1 時 30 分
　　　　    記念パーティー　
　　　　　　　午後 2 時 40 分から午後 3 時 30 分
　【その他】該当者には案内状を送付します。
　※町外在住者で出席を希望される方は、生涯学習課
　　へお申し込みください。

平成 28 年国見町成人式
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

12/11 「国見 DE 六次化♪新商品」

放送日 放　送　内　容

12/18 「あつかし山ビックツリー直前情報！！」

12/25 「観月台文化センター大ホール 
リニューアル！！」

1/1 「新年のご挨拶」

ついに！！国見町公式フェイス
ブックページを開設しました！！
タイムリーなお知らせをどんど
ん掲載していきますので、みな
さまからの「いいね！」お待ち
しています。
国見町公式フェイスブックは国
見町ホームページのバナーから
アクセスください。 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ12月

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12

・広報くにみ
12月号発行日

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・くにみ女性教室
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・3学級合同学習
・いきいきサロン

第8・第9
（午後1時半～）

・アフタヌーン 
ティーパーティー

・こどもまつり

13 14 15 16 17 18 19
・復興・絆 

和太鼓フェスティバル
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）
・日本酒発表会
・障がい者相談
・いきいきサロン

德北（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

貝田（午前10時～）
第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・献血
・乳幼児健診 

3・9 か月
・いきいきサロン

第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・くにみ市場
・木住野佳子with 

Maiko

20 21 22 23 24 25 26
・くにみ市場 ・いきいきサロン

高城（午前10時～）
泉田下（午後1時半～）

・くにみ幼稚園・
国見小学校・県
北中学校終業式

・乳幼児健診1歳
6か月

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

天皇誕生日
・あつかし山ビッグ

ツリー点灯式
・キャンドルパー

ティー

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・少年仲間づくり教室
・国見っ子わんぱく広場
・いきいきサロン

泉田中（午前10時～）
大枝（午後1時半～）

・税金等納期限
町県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療
保険料
介護保険料

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・川嶋あいコンサート
ツアー 2015

27 28 29 30 31 1/1 1/2
・仕事納め
・いきいきサロン

板橋（午前10時～）

①年内ごみ収集 
最終日

②年内ごみ直接搬入 
最終日（午後3時まで）

・ごみ収集休み ・ごみ収集休み

1/3 1/4 1/5 1/6 1/7 1/8 1/9
・仕事始め
・年明けごみ収集開始
・観月台文化センター

休館日
・いきいきサロン

山崎（午前10時～）
川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・クロージング 
パーティー

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・広報くにみ
1月号発行日

・くにみ幼稚園・国
見小学校・県北
中学校始業式

・いきいきサロン
第4（午前10時～）
第8・第9

（午後1時半～）


